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１．ＩＴＳＳの導入・活用方法について
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・ITSSキャリアフレームワーク
→職種専門分野視点

・達成度指標定義
→仕事の成果を評価するための指標

・ スキル熟達度定義
→仕事をするためのITスキル定義(職種専門分野毎)

・スキルディクショナリ
→仕事をするためのITスキル、知識定義(スキル領域分類)

・研修ロードマップ
→ITSSキャリアフレームワークにおけるトレーニングの位置づけ

ITSSの構造とそれぞれの位置づけ

専門分野
共通スキ
ル項目

専門分野
固有スキ
ル項目

知識項目（中項目） 知識項目（小項目）
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全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－ プロジェクト憲章
作成

・ プロジェクト選定手法
・ プロジェクトマネジメント方
法論
・ プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・  専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト・ス
コープ記述書暫定版
作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクトマネ
ジメント計画書作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト実行
の指揮・マネジメン
ト

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職種

ＩＴスペシャリスト

専門分野

スキル項目 知識項目 プロジェクト
マネジメント
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コ ミ ュ ニ テ ィ
活 動

ﾌﾟ ﾛｼ ﾞ ｪｸ ﾄﾏ ﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄ の ﾘｰ ﾀ ﾞｼ ｯﾌ ﾟ

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄの ｺﾐ ｭﾆ ｹ ｰｼ ｮﾝ

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄの ﾈｺ ﾞｼ ｴ ｰｼ ｮﾝ

最 新 技 術 動 向シ ス テ ム 設 計

シ ス テ ム 構 築

シ ス テ ム 運 用 / 保 守

コ ン プ レ ッ ク ス マ ネ ジ メ ン ト

品 質 マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

基 礎

イ ン ダ ス ト リ ア プ リ ケ ー シ ョ ン動 向

最 新 ビ ジ ネ ス 動 向

：職 種 共 通 ： 専 門 分野 別 選 択

プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン ト （シ ス テ ム 開 発 ）の 研 修 コ ー ス 群 （ 体 系 図 ）

テ ク ノ ロ ジ

メ ソ ド ロ ジ

プ ロジ ェク ト
マ ネ ジ メ ン ト

ビ ジ ネ ス /
イ ンダ ス ト リ

パ ー ソ ナ ル

未 経験
レベ ル

エ ン ト リレ ベ ル ミ ド ル レ ベ ル ハ イ レベ ル

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ レ ベ ル ４ レ ベ ル ５ レ ベ ル ６ レ ベ ル ７

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

方 法 論

シ ス テ ム 要 件 定 義 技
法

コ ン サ ル テ ィ ン グ メ
ソ ド ロ ジ

Ｄ Ｏ Ａ 構 造 化 手 法

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト

フ ァ イ ナ ン シ ャ ル マ
ネ ジ メ ン ト

調 達 マ ネ ジ メ ン ト

プロジ ェクトマ ネジメ ント

の契 約管理

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

実 践

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 最 新 動 向
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ITSSを企業に活用する場合、以下の視点がある

○企業間比較、調達視点

IT業界内、企業間での比較、調達などを目的として活用する。

→ ITSSキャリアフレームワーク、定義など一切変更せずに
ITSSそのものを共通指標として活用する。

○企業戦略視点

ビジネス目標達成に必要な人材を育成するために活用する。

→ ITSSをベースに、企業のビジネス目標やビジネスモデルに
合った形に自社独自に標準化して活用する。

(参照モデルとしての活用)

ITSSを企業導入するときの2つの視点

出典：IPA「経営者向け概説書」

次ページで伝
えてる内容は
ここに繋がる
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コ ミュニテ ィ
活動

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪ ｸﾄ ﾏ ﾈｼ ﾞ ﾒﾝ ﾄの ﾘｰ ﾀ ﾞｼ ｯ ﾌﾟ

ﾌ ﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼ ﾞﾒ ﾝ ﾄの ｺﾐ ｭ ﾆｹ ｰ ｼｮ ﾝ

ﾌ ﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼ ﾞﾒ ﾝ ﾄの ﾈｺ ﾞ ｼｴ ｰ ｼｮ ﾝ

最新 技術動 向シ ステム設計

シ ステム構築

システ ム運用 /保 守

コ ンプレッ クスマ ネジメ ント

品質マ ネジメ ント

プロジ ェクト
マネジ メント

基 礎

イン ダストリ アプリ ケーシ ョン動 向

最新 ビジネ ス動向

： 職種共通 ：専門分 野別選択

プ ロ ジェ クトマ ネジメ ン ト （システム 開発 ）の 研修 コー ス群 （体系 図 ）
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レ ベル

エ ント リレベ ル ミ ドル レベ ル ハイレ ベ ル

レ ベ ル１ レベ ル ２ レベ ル ３ レベ ル ４ レベ ル ５ レベ ル ６ レベ ル ７

プロジ ェクト

マネジ メント

方法論

システ ム要件定義 技

法

コンサ ルティ ングメ

ソド ロジ

ＤＯ Ａ構造化 手法

リス クマ ネジ メ ント

フ ァイナ ンシャ ルマ
ネジ メント

調達マ ネジメ ント

プ ロ ジェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト

の 契 約 管 理

プロジ ェクト
マネジ メント

実 践

プロジェ クトマ ネジメ ント最 新動向

専門分野
共通スキ
ル項目

専門分野
固有スキ
ル項目

知識項目（中項目） 知識項目（小項目）
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全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－  プロジェクト憲章
作成

・  プロジェクト選定手法
・  プロジェクトマネジメント方
法論
・  プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・  専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト・ス
コープ記述書暫定版
作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクトマネ
ジメント計画書作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト実行
の指揮・マネジメン
ト

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職種

ＩＴスペシャリスト

専門分野

スキル項目 知識項目 プロジェクト
マネジメント

スキル
カテゴリ

アプリ
ケー
ション
スペ
シャリ

ソフトウェ
アデベロッ

プ
メント

カスタマー
サービス

オペレー
ション

企業間比較、調達視点
IT業界内での位置づけ

D社

A社
B社

C社

Plan

DoAction 

Check

企業戦略視点
企業内人材育成

ITスキル標準
提供物

IT人材

To Be/As Is
経営計画、事業プラン経営計画、事業プラン

企業キャリア
フレームワーク

ITスキル標準
キャリア
フレームワーク

IT業界

A社

教育プラン
OJTプラン

2つの視点、それぞれのしくみ
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ITSSを企業戦略視点で導入し、
人材育成に活用するときの前提

出典：IPA

ITSS V3概要・第1部より抜粋：

「ITスキル標準の位置づけは、基準や仕様ではなく、参照モデルで
ある。すなわち各社がビジネス戦略の実現を目的に、人材の育成
に関わる様々な立場の人が人材育成について共通の認識を持つ
ために参照する指標ということである。「標準」といっても、自社のビ
ジネス戦略の実現に必要な部分だけを参照すればよい。すべてを
必ず使う、そのまま使うという位置づけにはないという理解が必要で
ある。」
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コ ミュニテ ィ
活動

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪ ｸﾄ ﾏ ﾈｼ ﾞ ﾒﾝ ﾄの ﾘｰ ﾀ ﾞｼ ｯ ﾌﾟ

ﾌ ﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼ ﾞﾒ ﾝ ﾄの ｺﾐ ｭ ﾆｹ ｰ ｼｮ ﾝ

ﾌ ﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄ ﾏﾈ ｼ ﾞﾒ ﾝ ﾄの ﾈｺ ﾞ ｼｴ ｰ ｼｮ ﾝ

最新 技術動 向シ ステム設計

シ ステム構築

システ ム運用 /保 守

コ ンプレッ クスマ ネジメ ント

品質マ ネジメ ント

プロジ ェクト
マネジ メント

基 礎

イン ダストリ アプリ ケーシ ョン動 向

最新 ビジネ ス動向

： 職種共通 ：専門分 野別選択

プ ロ ジェ クトマ ネジメ ン ト （システム 開発 ）の 研修 コー ス群 （体系 図 ）
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メ ソ ドロジ

プ ロジ ェク ト
マネ ジ メント
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イ ンダ ス トリ

パー ソ ナ ル

未経験
レ ベル

エ ント リレベ ル ミ ドル レベ ル ハイレ ベ ル

レ ベ ル １ レベ ル ２ レベ ル ３ レベ ル ４ レベ ル ５ レベ ル ６ レベ ル ７

プロジ ェクト

マネジ メント

方法論

システ ム要件定義 技

法

コンサ ルティ ングメ

ソド ロジ

ＤＯ Ａ構造化 手法

リス クマ ネジ メ ント

フ ァイナ ンシャ ルマ
ネジ メント

調達マ ネジメ ント

プ ロ ジェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト

の 契 約 管 理

プロジ ェクト
マネジ メント

実 践

プロジェ クトマ ネジメ ント最 新動向
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通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－  プロジェクト憲章
作成

・  プロジェクト選定手法
・  プロジェクトマネジメント方
法論
・  プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・  専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通
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クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト・ス
コープ記述書暫定版
作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクトマネ
ジメント計画書作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト実行
の指揮・マネジメン
ト

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職種

ＩＴスペシャリスト

専門分野

スキル項目 知識項目 プロジェクト
マネジメント

スキル
カテゴリ

アプリ
ケー
ション
スペ
シャリ

ソフトウェ
アデベロッ

プ
メント

カスタマー
サービス

オペレー
ション

参照モデル
適用の考え方

企業用
キャリアフレームワーク、
その他を自社戦略に合わせて作成

＜ITスキル標準＞
・キャリアフレームワーク
・スキル熟達度定義
・達成度指標定義
・スキルディクショナリ
・研修ロードマップ

A社

B社

C社

参照モデル適用の考えかた
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２．企業戦略視点での導入・活用のステップ
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活動領域
分析

機能分析 スキルセット
構築

人材モデル
策定

現状把握/
ギャップ分析

人材育成
計画策定

人材育成
計画実施/
分析/改善

経営戦略
事業計画

人材
モデル

To Be
ファンクション
モデル

育成計画
評価モデル
運用モデル
ローテーション

スキルセット
課題

ギャップ情報
（現状・目標の
ギャップ）

投資効果
見直し策
（改善策）

現行業務プロセス
SLCP

要求分析

SLCP
（software 
lifecycle 
process）

企業
活動領域

エンジニア
保有スキル

要求モデル

企業戦略視点での導入の流れ

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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【導入ステップの概略】

１．要求分析
自社の経営戦略や事業計画などから、ビジネス目標の達成に必要な組織や人材に関する要件をまとめ「要求モデル」を策定します

２．活動領域分析
SLCPなどを活用して自社のビジネス活動領域を検証しながら、その中で事業遂行するために必要な人材モデルの大枠を設定していきます

３．機能分析
企業がビジネス目標を達成するために、どのような機能構造が
必要になるかを具体化していきます。アウトプットとしてToBeファンクションモデルを策定します

４．スキルセット構築
策定したToBeファンクションモデルに基づき、その機能を実現するために必要なスキルセットを構築していきます

５．人材モデル策定
要求モデル、企業活動領域、ToBeファンクションモデル、
及びスキルセットから「キャリアフレームワーク」を策定し、それぞれの人材モデルを詳細に定義していきます

【導入後の活用策】

６．現状把握/ギャップ分析

７．人材育成計画策定

８．人材育成計画実施/分析/改善

導入ステップの概略
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■事業戦略など■事業戦略など■事業戦略など事業計画など

要求モデル経営層インタビュー

１．要求モデルの策定

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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人材像
活動領域

：従たる活動局面：主たる活動局面

システムコンシェルジェ9

インフラストラクチャデザイナー8

アプリケーションデベロッパー7

アプリケーションプランナー6

ITアーキテクト5

プロジェクトディレクター4

ビジネスコンサルタント3

ソリューションセールス2

マネージメントオフィザー1

エデュケーション11

ソフトウェアデベロップメント10

ITサービスマネジメント9

カスタマサービス8

アプリケーションスペシャリスト7

ITスペシャリスト6

プロジェクトマネジメント5

ITアーキテクト4

コンサルタント3

セールス2

マーケティング1

<ITSS職種>

保守運用移行受入開発設計分析

事業戦
略評価

企画
評価

運用・保守導入
提案

企画
策定

事業戦
略策定

＜企業独自人材像＞

２．活動領域の分析

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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組織図、業務分掌規定など組織図、業務分掌規定など

SLCPSLCP

組織機能検証組織機能検証

３-1．組織機能の検証

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋



15Copyright © Skill Standards Users’ Group Japan, 2003-2009. All rights reserved.

３－２．機能分析とToBeファンクションモデル

Ｔｏ Ｂｅ

ファンクションモデル
Ｔｏ Ｂｅ

ファンクションモデル

事業戦略策定事業戦略策定

顧客戦略策定顧客戦略策定

要求（構想）の確認要求（構想）の確認

新ビジネスモデルへの提言新ビジネスモデルへの提言

事業戦略の実現シナリオへの
提言
事業戦略の実現シナリオへの
提言

課題の抽出課題の抽出
業務環境調査・分析（経営環境）業務環境調査・分析（経営環境）
経営要求の確認経営要求の確認

情報技術動向の調査・分析情報技術動向の調査・分析
ビジネスモデル策定への助言ビジネスモデル策定への助言

資源における実現可能性の確認資源における実現可能性の確認
事業戦略展開における活動・成果指標の設定事業戦略展開における活動・成果指標の設定
課題、リスクの洗い出し課題、リスクの洗い出し
超概算予算の算出超概算予算の算出

対象領域ビジネス
および環境分析
対象領域ビジネス
および環境分析

IT戦略の策定IT戦略の策定

全体計画の策定
（トップダウンアプローチ）
全体計画の策定
（トップダウンアプローチ）

全体計画の策定
（ボトムアップアプローチ）
全体計画の策定
（ボトムアップアプローチ）

全体計画の策定
（全体計画確定）
全体計画の策定
（全体計画確定）

対象領域ビジネスのプロセスレベルでの理解対象領域ビジネスのプロセスレベルでの理解
現行業務(As Is)の調査・分析現行業務(As Is)の調査・分析
情報システム(As Is)の調査・分析情報システム(As Is)の調査・分析
情報技術動向の調査・分析情報技術動向の調査・分析

情報システム基盤の将来像（To Be）の策定情報システム基盤の将来像（To Be）の策定
基本戦略の策定基本戦略の策定
業務の新全体像（To Be）と投資対象の選定業務の新全体像（To Be）と投資対象の選定
戦略展開における活動・成果指標の設定戦略展開における活動・成果指標の設定
戦略の策定と承認および推進体制の提案戦略の策定と承認および推進体制の提案

情報システム基盤整備原案の策定情報システム基盤整備原案の策定
情報システム投資原案の策定情報システム投資原案の策定

個別案件原案作成方針の策定個別案件原案作成方針の策定
個別案件原案作成依頼個別案件原案作成依頼
提出結果集約提出結果集約

原案精査原案精査

年度計画策定（年度の視点）年度計画策定（年度の視点）

全体計画策定（プロジェクトごとの視点）全体計画策定（プロジェクトごとの視点）

全体計画の確定と承認および推進体制の提案全体計画の確定と承認および推進体制の提案

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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４．ToBeファンクションモデルから
スキルセット作成

Ｔｏ Ｂｅ

ファンクション
モデル

Ｔｏ Ｂｅ

ファンクション
モデル

顧客戦略策定顧客戦略策定

対象領域ビジネス
および環境分析
対象領域ビジネス
および環境分析

戦略の策定戦略の策定
全体計画の策定
（トップダウンアプローチ）
全体計画の策定
（トップダウンアプローチ）
全体計画の策定
（ボトムアップアプローチ）
全体計画の策定
（ボトムアップアプローチ）
全体計画の策定
（全体計画確定）
全体計画の策定
（全体計画確定）

対象領域ビジネスの
プロセスレベルでの理解
対象領域ビジネスの
プロセスレベルでの理解
現行業務(AsIs)の調査・分析現行業務(AsIs)の調査・分析

情報システム(AsIs)の
調査・分析
情報システム(AsIs)の
調査・分析
情報技術動向の調査・分析情報技術動向の調査・分析

アプリケーション
コンポーネント
の分析・設計

アプリケーション
コンポーネント
の分析・設計

システム方式設計（外部設計）システム方式設計（外部設計）

ソフトウェア設計（外部設計）ソフトウェア設計（外部設計）

プログラム開発マネジメントプログラム開発マネジメント

システム化要件定義システム化要件定義

システム開発の準備システム開発の準備

ユーザー要求定義のための
情報収集・分析
ユーザー要求定義のための
情報収集・分析

業務作業の分割と用語の定義業務作業の分割と用語の定義

システム化要件の定義システム化要件の定義

システム化要件の評価システム化要件の評価
システム化要件定義書の
作成と共同レビュー
システム化要件定義書の
作成と共同レビュー

内部環境を正確に捉えることができる

業務上の課題を分析・抽出し、文書化できる

現行業務をユーザ側/管理側の両側面から評価し、
文書化できる

担当する業務分野の顧客との対話から、
システムの実装箇所を把握できる

担当業務の顧客のビジネス上のニーズを分析できる

担当する顧客のビジネス上のニーズを収集することが
できる

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・

・・・

・・・

青字：ITスキル標準

赤字：自社独自

機 能 スキル

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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５．機能とスキルをベースにした
人材モデルの作成

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

プロジェクトマネージャ
ファンクション

人材像Ａ
ファンクション

人材像Ｂ
ファンクション

スキル

１

0

：主たる領域
：従たる領域

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋
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まとめ：導入プロセスと成果物の関係図

※IPA発行
「ITスキル標準

活用の手引き」より抜粋

■人材像／ファンクション/スキル クロスリファレンス■人材像／ファンクション/スキル クロスリファレンス
全体のスキルセット全体のスキルセット人材ごとのスキルセット人材ごとのスキルセット

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

コア

サブ

PM
ファンクショ
ン

人材像Ａ
ファンクショ
ン

人材像Ｂ
ファンクショ
ン

スキル

・・・
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整備されてきた導入～活用の手法

詳しい導入手順、活用方法についてはこちら

■導入～活用のポイントを記載した書籍

・「ＩＴスキル標準活用の手引き（企業導入の考え方）」

■SSI-ITSSを使った導入の実証実験報告

・「ITスキル標準 導入プロセスの実証実験報告書」

※IPAのホームページから入手できます

HOME >> IT人材育成 >> ITスキル標準センター >> 活動紹介
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３．導入ステップと「SSI-ITSS」の関わり
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１．作成した企業キャリアフレームワークを・・・ そのままシステムに反映
どの職種、レベルに何人いるのか

即時に把握できる

SSI-ITSSの大きな特徴は
企業キャリアフレームワーク構築とスキル管理機能

２．作成したスキルセットを・・・

画面上で回答でき
個人のスキル保有情報として管理できる

データベースとして格納し・・・
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スキル棚卸し（回答）から判定までの流れ

チェック形式による
スキルの棚卸し

個人View

レベル判定条件

企業全体View

スキルインベントリ
人材増ごとに
レベル判定条件を設定します

例：

■ITプロフェショナル

・データベース Lv3

・ネットワーク Lv2

■ITマイスター

・システム管理 Lv3

色の濃さにより分布
人数を可視化

利用者
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ETSS

組み込み技術者向け
スキル標準コンテンツ

ユーザー企業IT部門向け
スキル標準コンテンツ

企業独自で定義される
スキルコンテンツ

エンタープライズ系技術者
向けスキル標準コンテンツ

企業キャリアフレームワークView

IT人材

様々なスキルコンテンツを提供・追加

SSI-ITSS

現場に即したスキルの登録

様々なスキルコンテンツの
設定ができるためきめ細かい
目標人材モデルが設定可能

ITSS UISS 企業独自スキル

知識・スキルやそのグループ
にトレーニングを対応させ、
表示することが可能

標準搭載済み

スキルは追加搭載が可能
（ITSSのスキルは標準搭載済み V3_2008対応）
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自社独自フレームワーク（自社目標人材指標）

自社専用 View

取得資格業務知識 ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ業界知識 要素技術

IT人材

スキルの棚卸し

■IT系資格
■非IT系資
格
・・・・

■会計業務・
財務管理系
■マーケティン
グ業務
■営業・営業
管理業務
・・・・

■メソッド
■ハードウェア
■ソフトウェア
■データベース
■ネットワーク

■医療・福祉
■金融・保険業
■通信業
・・・・

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■プロジェクト遂行共通
・・・・

ITSSのレベル判定 自社専用のレベル判定

企業キャリアフレームワーク

自社専用 View

ITSSフレームワーク（IT業界標準指標）

ITSS View

企業キャリアフレームワークはもちろん、
ITSSのキャリアフレームワークでのレベル判定が可能
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４．「SSI-ITSS」を使ってITSSを導入すると
何が出来るのか
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育成プラン、評価に活用することができる

行動評価

スキル評価

「評価」の仕組みに活かす

研修の調達

教育・育成プラン

「育成」の仕組みに活かす

「評価」指標として活用。
PDCAを回す。

「育成」指標として活用。
PDCAを回す。

企業キャリアフレームワーク）

チーム
ビルディング

人材登用

「戦略」の仕組みに活かす

「戦略」指標として活用。
PDCAを回す。
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経営層

技術力(スキル)の現状把握 スキルと売上の相関を分析

「「GO , Wait, No GoGO , Wait, No Go」の判断をサポート」の判断をサポート

今期の販売戦略のカギは、グローバルへの展開だが、
ネットーワークの技術力と、プロジェクトを成功させるスキルを強化したうえで、投資する必要がある。

⇒能力不足のまま、事業を進めるというリスクを回避することができる。

スキルを分析し、事業戦略と人材戦略を
繋げることができる
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スキルの統計情報から、
組織全体の強みや弱みを把握できる
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スキルだけでなく、プロジェクト履歴や業務履歴を把握し、適材適所を実現

プロジェクト経歴 （ＳＳＩ－ＩＴＳＳの機能）

業務経歴 （ＳＳＩ－ＩＴＳＳの機能）

・その他にセミナー受講経歴も登録出来ます。

・過去に経験したプロジェクト概要、規模 、役割、必要スキルなどを
登録する事ができます。

スキルだけでなく、様々な経歴を管理できる
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目標と現在のGAPが具体的に分かる

目標設定
ITアーキテクトのLevel4を目指したい。

↓
ITアーキテクトのLevel4をクリック

習得・達成状況を色分けして表示
緑字：習得済スキル
赤字：未修得スキル
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ITSS教育ガイドと連携しており、
不足スキルをカバーする研修を即検索

スキルに対応する、セミナー
情報を表示します。

スキル標準ユーザー協会の「教育ガイド」より
選択したスキルに該当する、登録された
セミナー情報を検索し表示します。




